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(57)【要約】
【課題】本発明は、毛髪上でののびが良好であり、整髪性および整髪保持性に優れており
、べたつきがなく、高温安定性が良好である整髪料組成物を提供する。
【解決手段】（Ａ）ヒマワリ種子ロウ、（Ｂ）前記（Ａ）成分以外の融点が７０℃以上の
ロウおよび炭化水素から選ばれる１種以上、（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸、（Ｄ）ステ
アリン酸、（Ｅ）炭素数１２以上の高級アルコール、（Ｆ）２５℃で液状の油性成分、（
Ｇ）水溶性高分子、（Ｈ）非イオン性界面活性剤を含有し、前記（Ｃ）成分および前記（
Ｄ）成分の含有比率（Ｃ）／（Ｄ）が１～３であることを特徴とする整髪料組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）ヒマワリ種子ロウ
（Ｂ）前記（Ａ）成分以外の融点が７０℃以上のロウおよび炭化水素から選ばれる１種以
上
（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸
（Ｄ）ステアリン酸
（Ｅ）炭素数１２～２２の高級アルコール
（Ｆ）２５℃で液状の油性成分
（Ｇ）水溶性高分子
（Ｈ）非イオン性界面活性剤
を含有し、前記（Ｃ）成分および前記（Ｄ）成分の含有比率（Ｃ）／（Ｄ）が１～３であ
ることを特徴とする整髪料組成物。
【請求項２】
前記（Ａ）成分の含有量が２～８質量％であることを特徴とする請求項１に記載の整髪料
組成物。
【請求項３】
前記（Ａ）成分および前記（Ｂ）成分の合計含有量が８～２５質量％であることを特徴と
する請求項１または請求項２に記載の整髪料組成物。
【請求項４】
前記（Ｃ）成分および前記（Ｄ）成分の合計含有量が１～６質量％であることを特徴とす
る請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の整髪料組成物。
【請求項５】
前記（Ｅ）成分がステアリルアルコール、アラキルアルコールおよびベヘニルアルコール
から選ばれる１種以上であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記
載の整髪料組成物。
【請求項６】
前記（Ｅ）成分の含有量が０．５～５質量％であることを特徴とする請求項１から請求項
５のいずれか一項に記載の整髪料組成物。
【請求項７】
前記（Ｆ）成分の含有量が５～２２質量％であることを特徴とする請求項１から６のいず
れか一項に記載の整髪料組成物。
【請求項８】
前記（Ｇ）成分が、カルボマーであることを特徴とする請求項１から請求項７のいずれか
一項に記載の整髪料組成物。
【請求項９】
前記（Ｇ）成分の含有量が０．０５～０．６質量％であることを特徴とする請求項１から
請求項８のいずれか一項に記載の整髪料組成物。
【請求項１０】
前記（Ｈ）成分が、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルから選ばれる１種以上、およ
び脂肪酸グリセリルから選ばれる１種以上であることを特徴とする請求項１から請求項９
のいずれか一項に記載の整髪料組成物。
【請求項１１】
前記（Ｈ）成分の含有量が５～１１質量％であることを特徴とする請求項１から請求項１
０のいずれか一項に記載の整髪料組成物。
【請求項１２】
前記（Ｈ）成分の平均ＨＬＢが１２以上であることを特徴とする請求項１から請求項１１
のいずれか一項に記載の整髪料組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は、整髪料組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
毛髪を整えるために用いられる整髪料組成物の発揮し得る整髪特性には様々なものがある
。例えば、毛髪全体や毛束をまとめる特性、毛髪の流れを作り髪型を作る特性、毛髪を固
める特性、髪を立ち上げる特性、髪型を長時間保持する特性、毛髪にツヤ（光沢感）を付
与する特性、毛髪からツヤを取り除く特性、毛髪同士の滑りを良くしてさらさら感を付与
する特性等が挙げられる。整髪料組成物は、目的とするヘアスタイルや、対象とする髪質
等に応じて、前記の特性のうちの１種以上を発揮するように設計されている。また、整髪
料組成物の性状や剤型としても、液状、ジェル状、グリース状、クリーム状、粉状、泡状
等種々のものがあり、異なる使用性、使用感や整髪特性を有している。
【０００３】
従来より、ヘアワックスやヘアクリームといったクリーム状の整髪料組成物が存在する。
一般に、ヘアワックスは２５℃で固形のロウや固形の炭化水素等を含有する油性成分と水
を乳化させた整髪料組成物である。ヘアワックスは、毛髪を固めすぎず自然な風合いの髪
型を形成する特性（以下、整髪性と言う）および髪型を長時間保持する特性（以下、整髪
保持性と言う）を有しており、ヘアワックスは髪型の流行に左右されず近年でも根強い需
要がある。特に、カルナウバロウやキャンデリラロウは整髪性および整髪保持性を有して
おり汎用されている。
【０００４】
これまでのヘアワックスとして、２５℃で固形のロウおよび炭化水素から選ばれる１種以
上、液状油、非イオン性界面活性剤、高級脂肪酸系陰イオン性界面活性剤、エチレングリ
コールの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコールおよび水が配合されたヘア
ワックス（特許文献１）、１～３０℃で固形のロウおよび炭化水素から選ばれる１種以上
、ソルビタン脂肪酸エステルおよびポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルから選
ばれる１種以上、１２－ヒドロキシステアリン酸、１～３０℃で液状の炭化水素およびエ
ステルから選ばれる１種以上および水を含有するヘアワックス（特許文献２）、キャンデ
リラロウ、揮発性炭化水素、炭素数１２～２２の直鎖脂肪酸のエステル、直鎖状のメチル
ポリシロキサンおよびカルボキシビニルポリマーおよびアルキル変性カルボキシビニルポ
リマーから選ばれる１種以上を含有するヘアワックス（特許文献３）が開示されている。
【０００５】
ところで、ヘアワックスは２５℃で固形のロウや固形の炭化水素等を比較的多量に含有す
るため、液状やジェル状の整髪料組成物と比較して、毛髪上でののびが良好ではない。ま
た、整髪性や整髪保持性を向上させるために２５℃で固形のロウや固形の炭化水素等の含
有量を増やすことが行なわれてきたが、塗布後の毛髪がべたついてしまう問題があった。
さらに、２５℃で固形のロウや固形の炭化水素等の含有量を増やすことは乳化を困難にす
るため、車内等で観測される５０℃付近の高温条件下では整髪料組成物が分離してしまう
ことがあった。分離を抑制するために、一般に、高級脂肪酸系陰イオン性界面活性剤の含
有量を多くすることが行なわれているが、これによりたとえ分離が抑制されても、室温ま
で放冷したとき整髪料組成物が固くなり掌でのばすことが困難になり使用性が著しく低下
するまたは使用することができなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１４－１７２８４５号公報
【特許文献２】特開２０１０－１８０１６４号公報
【特許文献３】特開２０１３－４０１０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
本発明は、上記課題を解決するものである。つまり、本発明は、毛髪上でののびが良好で
あり、整髪性および整髪保持性に優れており、べたつきがなく、高温安定性が良好である
整髪料組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明者は、上記課題を解決するために鋭意検討した結果、（Ａ）ヒマワリ種子ロウ、（
Ｂ）前記（Ａ）成分以外の融点が７０℃以上のロウおよび炭化水素から選ばれる１種以上
、（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸、（Ｄ）ステアリン酸、（Ｅ）炭素数１２～２２の高級
アルコール、（Ｆ）２５℃で液状の油性成分、（Ｇ）水溶性高分子、（Ｈ）非イオン性界
面活性剤を含有し、前記（Ｃ）成分および前記（Ｄ）成分の割合（Ｃ）／（Ｄ）が１～３
であることを特徴とする整髪料組成物を提供することにある。
【発明の効果】
【０００９】
本発明によれば、上記課題を解決するものである。つまり、本発明は、毛髪上でののびが
良好であり、整髪性および整髪保持性に優れており、べたつきがなく、高温安定性が良好
である整髪料組成物が得られる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
以下、本発明を詳細に説明する。
【００１１】
本発明による整髪料組成物には、毛髪上でののび、整髪性、整髪保持性および高温安定性
の観点から（Ａ）ヒマワリ種子ロウを含有する。
【００１２】
前記（Ａ）成分は、整髪料組成物に含有されていればよいが、毛髪上でののび、整髪性、
整髪保持性の観点から好ましくは２～８質量％、より好ましくは２．５～６質量％、さら
に好ましくは３～５質量％含有されることがよい。前記（Ａ）成分が２質量％未満の場合
、整髪性、整髪保持性の恐れがある。前記（Ａ）成分が８質量％を超える場合、毛髪上で
ののびが低下する恐れがある。
【００１３】
前記（Ａ）成分の市販品としては、例えば、精製ヒマワリワックス（横関油脂工業株式会
社製）、ＶＧＢ　５ＳＴ（エー・ディー・エム・ジャパン株式会社製）等が挙げられる。
【００１４】
本発明による整髪料組成物には、整髪性の観点から（Ｂ）前記（Ａ）成分以外の融点が７
０℃以上のロウおよび炭化水素から選ばれる１種以上を含有する。
【００１５】
前記（Ｂ）成分は、整髪料組成物に含有されていればよいが、整髪性、整髪保持性および
べたつきのなさの観点から好ましくは４～２１質量％、より好ましくは６～１７質量％、
さらに好ましくは１１～１７質量％含有されることがよい。前記（Ｂ）成分が４質量％未
満の場合、整髪性が低下する恐れがある。前記（Ｂ）成分が２１質量％を超える場合、べ
たつきが生じる恐れがある。
【００１６】
前記（Ｂ）成分は、特に限定されないが、例えば、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、
コメヌカロウ、セレシン、マイクロクリスタリンワックス等が挙げられ、１種以上が含有
され、これらのうち、毛髪上でののびの観点から好ましくは、マイクロクリスタリンワッ
クスがよい。
【００１７】
キャンデリラロウの市販品としては、例えば、精製キャンデリラワックス　ＭＫ－２（横
関油脂工業株式会社製）、精製キャンデリラワックス　ＭＫ－４（横関油脂工業株式会社
製）等が挙げられ、カルナウバロウの市販品としては、脱臭　精製カルナウバワックスＮ
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Ｏ．１（株式会社セラリカ野田製）等が挙げられ、コメヌカロウの市販品としては、精製
ライスワックス　Ｓ－１００（横関油脂工業株式会社製）等が挙げられ、セレシンの市販
品としては、精製セレシンＮ（日興リカ株式会社製）等が挙げられ、マイクロクリスタリ
ンワックスの市販品としては、ＭＵＬＴＩＷＡＸ　Ｗ４４５（ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ社製）
、ＨＩ－ＭＩＣ－１０８０（日本精蝋株式会社製）等が挙げられる。
【００１８】
本発明に用いる前記（Ａ）成分および前記（Ｂ）成分は、整髪料組成物に含有されていれ
ばよいが、整髪性、整髪保持性およびべたつきのなさの観点から前記（Ａ）成分と前記（
Ｂ）成分の合計含有量（Ａ）＋（Ｂ）は好ましくは８～２５質量％、より好ましくは１０
～１９質量％、さらに好ましくは１５～１９質量％含有されることがよい。前記（Ａ）成
分と前記（Ｂ）成分の合計含有量（Ａ）＋（Ｂ）が８質量％未満の場合、整髪性が低下す
る恐れがある。前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分の合計含有量（Ａ）＋（Ｂ）が２５質量
％を超える場合、べたつきが生じる恐れや、高温安定性が低下する恐れがある。
【００１９】
本発明による整髪料組成物には、毛髪上でののび、整髪保持性、べたつきのなさの観点か
ら（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸を含有する。
【００２０】
前記（Ｃ）成分は整髪料組成物に含有されていればよいが、毛髪上でののび、整髪保持性
、べたつきのなさおよび高温安定性の観点から好ましくは０．５～４．５質量％、より好
ましくは１．３３～４．０質量％、さらに好ましくは１．３３～３．６質量％含有される
ことがよい。前記（Ｃ）成分が０．５質量％未満の場合、毛髪上でののびが低下する恐れ
がある。前記（Ｃ）成分が４．５質量％を超える場合、高温安定性が低下する恐れがある
。
【００２１】
前記（Ｃ）成分の市販品としては、例えば、ヒマシ硬化脂肪酸（日油株式会社製）、ヒド
ロキシステアリン酸（川研ファインケミカル株式会社製）等が挙げられる。
【００２２】
本発明による整髪料組成物には、毛髪上でののび、整髪保持性、高温安定性の観点から（
Ｄ）ステアリン酸を含有する。
【００２３】
前記（Ｄ）成分は整髪料組成物に含有されていればよいが、毛髪上でののび、整髪保持性
、高温安定性の観点から好ましくは０．２５～３質量％、より好ましくは０．６７～２．
４質量％、さらに好ましくは０．６７～２質量％含有されることがよい。前記（Ｄ）成分
が０．２５質量％未満の場合、高温安定性が低下する恐れがある。前記（Ｄ）成分が３質
量％を超える場合、べたつきが生じる恐れおよび高温安定性が低下する恐れがある。
【００２４】
前記（Ｄ）成分の市販品としては、例えば、ＮＡＡ１７３Ｋ（日油株式会社製）、ステア
リン酸　３００（新日本理化株式会社製）等が挙げられる。
【００２５】
本発明に用いる前記（Ｃ）成分および前記（Ｄ）成分は、毛髪上でののび、べたつきのな
さおよび高温安定性の観点から前記（Ｄ）成分に対する前記（Ｃ）成分の含有比率（Ｃ）
／（Ｄ）は１～３であり、より好ましくは１．５～３、さらに好ましくは１．５～２であ
る。前記（Ｄ）成分に対する前記（Ｃ）成分の含有比率（Ｃ）／（Ｄ）が１未満の場合、
毛髪上でののびが低下するおよびべたつきが生じる。前記（Ｄ）成分に対する前記（Ｃ）
成分の含有比率（Ｃ）／（Ｄ）が３を超える場合、高温安定性が低下する。
【００２６】
本発明に用いる前記（Ｃ）成分および前記（Ｄ）成分は、整髪料組成物に含有されていれ
ばよいが、毛髪上でののび、整髪性および高温安定性の観点から、前記（Ｃ）成分と前記
（Ｄ）成分の合計含有量（Ｃ）＋（Ｄ）は好ましくは１～６質量％、より好ましくは２～
４質量％含有されることがよい。前記（Ｃ）成分と前記（Ｄ）成分の合計含有量（Ｃ）＋
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（Ｄ）が１質量％未満の場合、整髪保持性が低下する恐れがある。前記（Ｃ）成分と前記
（Ｄ）成分の合計含有量（Ｃ）＋（Ｄ）が６質量％を超える場合、毛髪上でののびおよび
高温安定性が低下する恐れがある。
【００２７】
本発明による整髪料組成物には、高温安定性の観点から（Ｅ）炭素数１２～２２の高級ア
ルコールを含有する。
【００２８】
前記（Ｅ）成分は、整髪料組成物に含有されていればよいが、整髪性および高温安定性の
観点から好ましくは０．５～５質量％、より好ましくは０．５～３質量％であることがよ
い。前記（Ｅ）成分が０．５質量％未満の場合、高温安定性が低下する恐れがある。前記
（Ｅ）成分が５質量％を超える場合、整髪性が低下する恐れがある。
【００２９】
本発明に用いる前記（Ｅ）成分は、特に限定されないが、例えば、ラウリルアルコール、
ミリスチルアルコール、セチルアルコール、アラキルアルコール、ベヘニルアルコール、
等が挙げられ、１種以上が含有され、これらのうち、高温安定性の観点から好ましくはス
テアリルアルコール、アラキルアルコール、ベヘニルアルコール、より好ましくはステア
リルアルコールがよい。
【００３０】
本発明による整髪料組成物には、毛髪上でののび、高温安定性の観点から（Ｆ）２５℃で
液状の油性成分を含有する。
【００３１】
前記（Ｆ）成分は、整髪料組成物に含有されていればよいが、毛髪上でののび、高温安定
性の観点から好ましくは５～２２質量％、より好ましくは７．５～１７．５質量％、さら
に好ましくは１０．５～１４質量％であることがよい。前記（Ｆ）成分が５質量％未満の
場合、毛髪上でののびおよび高温安定性の恐れがある。前記（Ｆ）成分が２２質量％を超
える場合、整髪保持性が低下するおよびべたつきが生じる恐れがある。
【００３２】
前記（Ｆ）成分は、特に限定されないが、例えば、エステル油、シリコーン油、炭化水素
油、エーテル油等が挙げられ、１種以上が含有され、これらのうち、高温安定性の観点か
ら好ましくはエステル油および炭化水素油、より好ましくはエステル油を含有することが
よい。
【００３３】
２５℃で液状のエステル油は、特に限定されないが、例えば、ミリスチン酸イソプロピル
、エチルヘキサン酸セチル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル
、パルミチン酸エチルヘキシル、ラウリン酸ヘキシル、オレイン酸デシル、ジメチルオク
タン酸ヘキシルデシル、イソノナン酸エチルヘキシル、イソノナン酸イソノニル、２－エ
チルヘキサン酸セチル、安息香酸（炭素数１２～１５）アルキル、コハク酸ジエチルヘキ
シル、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル、オレイン酸オレイル、セバシン酸ジ
エチルヘキシル、ミリスチン酸２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、
パルミチン酸２－ヘキシルデシル、セバシン酸ジイソプロピル、パラメトキシケイ皮酸２
－エチルヘキシル、オリーブ油、マカデミアナッツ油、メドウフォーム油、ヒマワリ油、
アボカド油、キャノーラ油、キョウニン油等が挙げられ、これらのうち、べたつきのなさ
および高温安定性の観点から、好ましくはミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オク
チルドデシル、パルミチン酸エチルヘキシル、イソノナン酸エチルヘキシル、イソノナン
酸イソノニル、コハク酸ジエチルヘキシル、より好ましくはコハク酸ジエチルヘキシルが
よい。
【００３４】
２５℃で液状のシリコーン油は、特に限定されないが、例えば、ジメチルポリシロキサン
、ポリエーテル変性シリコーン、アミノ変性シリコーン、カルボキシ変性シリコーン、メ
チルフェニルポリシロキサン、脂肪酸変性シリコーン、アルコール変性シリコーン、脂肪
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族アルコール変性シリコーン、エポキシ変性シリコーン、フッ素変性シリコーン、環状シ
リコーン、アルキル変性シリコーン等が挙げられ、これらのうち、べたつきのなさおよび
高温安定性の観点から、好ましくはジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキ
サン、環状シリコーン、より好ましくは２５℃で粘度が１～６ｍｍ２／ｓであるジメチル
ポリシロキサン、さらに好ましくは２５℃で粘度が２ｍｍ２／ｓであるジメチルポリシロ
キサンがよい。
【００３５】
前記（Ｆ）成分の１種であるシリコーン油は、整髪料組成物を掌でのばす際、整髪料組成
物を薄くのばしても整髪料組成物が白くなってしまい、毛髪上に整髪料組成物を塗布する
と毛髪が白く見えてしまう現象を防ぐ効果が期待できるため、好ましくはシリコーン油を
１種以上の含有することがよい。
【００３６】
２５℃で液状の炭化水素油は、特に限定されないが、例えば、流動パラフィン、流動イソ
パラフィン、軽質流動イソパラフィン、重質流動イソパラフィン、シクロパラフィン、α
-オレフィンオリゴマー、スクワラン等が挙げられ、これらのうち、整髪保持性およびべ
たつきのなさの観点から、好ましくは流動パラフィン、流動イソパラフィン、軽質流動イ
ソパラフィン、スクワラン及びα－オレフィンオリゴマー、より好ましくは流動パラフィ
ン、軽質流動イソパラフィン、α－オレフィンオリゴマーがよい。
【００３７】
２５℃で液状のエーテル油は、特に限定されないが、例えば、ジヘキシルエーテル、ジカ
プリリルエーテル、セチル－１，３－ジメチルブチルエーテル等が挙げられる。
【００３８】
本発明による整髪料組成物には、毛髪上でののびおよび高温安定性の観点から（Ｇ）水溶
性高分子を含有する。
【００３９】
前記（Ｇ）成分は、整髪料組成物に含有されていればよいが、毛髪上でののびおよび高温
安定性の観点から好ましくは０．０５～０．６質量％、より好ましくは０．２～０．４質
量％であることがよい。前記（Ｇ）成分が０．０５質量％未満の場合、高温安定性が低下
する恐れがある。前記（Ｇ）成分が０．６質量％を超える場合、べたつきが生じる恐れが
ある。
【００４０】
前記（Ｇ）成分は、特に限定されないが、例えば、天然高分子、半合成高分子、合成高分
子等が挙げられ、１種以上が含有され、これらのうち、べたつきのなさおよび高温安定性
の観点から、好ましくは合成高分子を含有することがよい。
【００４１】
天然高分子成分は、特に限定されないが、例えば、キサンタンガム、カラギーナン、アル
ギン酸等が挙げられる。
【００４２】
半合成高分子は、特に限定されないが、例えば、ヒドロキシセルロース、ヒドロキシプロ
ピルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム、メチルセルロース、ヒドロキ
シメチルセルロース、カチオン化セルロース等の変性多糖類が挙げられる。
【００４３】
合成高分子としては特に限定されないが、例えば、カルボマー（架橋ポリアクリル酸）、
ポリアクリル酸、ポリアクリル酸ナトリウム、アクリル酸／メタクリル酸アルキル共重合
体、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアルコール、カチオン化ポリビニルピロリドン等
が挙げられ、これらのうち、高温安定性観点から、好ましくはカルボマー（架橋ポリアク
リル酸）、アクリル酸／メタクリル酸アルキル共重合体、より好ましくはカルボマー（架
橋ポリアクリル酸）がよい。
【００４４】
カルボマーの市販品としては、カーボポール９４０（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ  Ａｄｖａｎｃｅ
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ｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）、カーボポール９４１（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ  Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）、カーボポール９８０（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ  Ａｄｖａｎ
ｃｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）、カーボポール９８１（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ  Ａｄｖａ
ｎｃｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）、カーボポールＵｌｔｒｅｚ１０（Ｌｕｂｒｉｚｏ
ｌ  Ａｄｖａｎｃｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）等が挙げられ、アクリル酸／メタクリ
ル酸アルキル共重合体の市販品としては、カーボポール１３８２（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ  Ａ
ｄｖａｎｃｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）、カーボポールＥＴＤ２０２０（Ｌｕｂｒｉ
ｚｏｌ  Ａｄｖａｎｃｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）、ＰＥＭＵＬＥＮ  ＴＲ－１（Ｌ
ｕｂｒｉｚｏｌ  Ａｄｖａｎｃｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）、ＰＥＭＵＬＥＮ  ＴＲ
－２（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ  Ａｄｖａｎｃｅｄ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）等が挙げられる
。
【００４５】
本発明による整髪料組成物には、高温安定性の観点から（Ｈ）非イオン性界面活性剤を含
有する。
【００４６】
前記（Ｈ）成分は、整髪料組成物に含有されていればよいが、べたつきのなさおよび高温
安定性の観点から好ましくは５～１１質量％、より好ましくは６～８質量％であることが
よい。前記（Ｈ）成分が５質量％未満の場合、高温安定性が低下する恐れがある。前記（
Ｈ）成分が１１質量％を超える場合、べたつきが生じる恐れがある。
【００４７】
前記（Ｈ）成分は、特に限定されないが、高温安定性の観点から、好ましくは２種以上含
有することがよい。
【００４８】
前記（Ｈ）成分の平均ＨＬＢは、特に限定されないが、高温安定性の観点から好ましくは
１２以上がよい。平均ＨＬＢが１２未満の場合、高温安定性が低下する恐れがある。
【００４９】
本発明において非イオン性界面活性剤のＨＬＢとは、親水性－親油性のバランス（Ｈｙｄ
ｒｏｐｈｉｌｅ－Ｌｉｐｏｐｈｉｌｅ Ｂａｌａｎｃｅ）を示す指標であり、種々の方法
がある。ここでは、「Ｇｒｉｆｆｉｎ法」および「ハンドブック－化粧品・製剤原料－改
定版　日光ケミカルズ株式会社　１９７７年，８５４～８５５ページ」に記載されている
「実測値による方法」のいずれかを用いて算出することが好ましい。「ＨＬＢ値は１０．
０以上」とは、「Ｇｒｉｆｆｉｎ法」および「実測値による方法」のいずれかにおいてＨ
ＬＢが１０．０以上である界面活性剤を意味する。
【００５０】
前記（Ｈ）成分は、特に限定されないが、例えば、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリ
セリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリ
コール脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪
酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロ
ピレングリコール、アルキルグリセリルエーテル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステ
ル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、アルキルアルカノールア
ミド、アルキル脂肪酸アルカノールアミド、アルキルポリグルコシド等が挙げられ、１種
以上が含有され、これらのうち高温安定性の観点から好ましくはグリセリン脂肪酸エステ
ル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルがよい。
【００５１】
グリセリン脂肪酸エステルは、例えば、ラウリン酸グリセリル、ミリスチン酸グリセリル
、ステアリン酸グリセリル、ステアリン酸グリセリル（ＳＥ）、イソステアリン酸グリセ
リル、ベヘン酸グリセリル、リノール酸グリセリル、オレイン酸グリセリル、ジステアリ
ン酸グリセリル、ヒドロキシステアリン酸グリセリルおよびエルカ酸グリセリルが挙げら
れ、これらのうち、高温安定性の観点から好ましくは、ステアリン酸グリセリル、ステア
リン酸グリセリル（ＳＥ）、より好ましくはステアリン酸グリセリル（ＳＥ）がよい。
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【００５２】
ステアリン酸グリセリルの市販品としては、例えば、ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＳ－ＡＶ（日光
ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝３．５）、ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＳ－ＡＭＶ（日光ケミカ
ルズ株式会社製、ＨＬＢ＝４．０）、ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＳ－ＢＶ２（日光ケミカルズ株
式会社製、ＨＬＢ＝３．０）、ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＳ－ＢＭＶ（日光ケミカルズ株式会社
製、ＨＬＢ＝３．０）等が挙げられ、ステアリン酸グリセリル（ＳＥ）の市販品としては
、例えば、ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＳ－ＡＳＥＶ（日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝６．
０）、ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＳ－ＢＳＥＶ（日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝８．０）
等が挙げられる。（本段落に記載のＨＬＢは「ハンドブック－化粧品・製剤原料－改定版
　日光ケミカルズ株式会社　１９７７年，８５４～８５５ページ」に記載されている「実
測値による方法」により算出されたＨＬＢを記載する。）
【００５３】
ポリオキシエチレンアルキルエーテルは、例えば、ポリオキシエチレンラウリルエーテル
、ポリオキシエチレンセチルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、ポリオ
キシエチレンベヘニルエーテルが挙げられ、これらのうち、高温安定性の観点から好まし
くは、ポリオキシエチレンセチルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、よ
り好ましくはポリオキシエチレンセチルエーテルがよい。
【００５４】
ポリオキシエチレンセチルエーテルの市販品として、例えば、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－２（
日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝８．０）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－５．５（日光ケミ
カルズ株式会社製、ＨＬＢ＝１０．５）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－７（日光ケミカルズ株式
会社製、ＨＬＢ＝１１．５）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－１０（日光ケミカルズ株式会社製、
ＨＬＢ＝１３．５）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－１５（日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝
１５．５）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－２０（日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝１７．０
）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－３０（日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝１９．５）、ＮＩ
ＫＫＯＬ　ＢＣ－４０（日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝２０．０）等が挙げられ、
ポリオキシエチレンステアリルエーテルの市販品として、例えば、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＳ－
２（日光ケミカルズ株式会社製、ＨＬＢ＝８．０）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＳ－４（日光ケミ
カルズ株式会社製、ＨＬＢ＝９．０）、ＮＩＫＫＯＬ　ＢＳ－２０（日光ケミカルズ株式
会社製、ＨＬＢ＝１８．０）等が挙げられる。
【００５５】
前記（Ｈ）成分は、高温安定性を向上させる観点からグリセリン脂肪酸エステルを１種以
上およびポリオキシエチレンアルキルエーテルを１種以上含有することがよい。
【００５６】
本発明による整髪料組成物は、整髪料組成物のｐＨを調整するためにアルカリ剤を含有す
ることができる。
【００５７】
本発明におけるアルカリ剤は、特に限定されないが、例えば、水酸化カリウム、水酸化ナ
トリウム、モノエタノールアミン、トリエタノールアミン、２－アミノ－２－メチル－１
－プロパノール、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール等が挙げられ、こ
れらのうち、少量で所望のｐＨに調整することができる水酸化カリウムが好ましい。
【００５８】
本発明による整髪料組成物は、整髪料組成物の掌からの洗い落としを良好にするため無機
粉体を含有することができる。
【００５９】
本発明における無機粉体は、特に限定されないが、例えば、カオリン、タルク、ベントナ
イト、シリカ、ヒドロキシアパタイト等が挙げられ、これらのうち、掌からの洗い落とし
を良好にする観点からカオリンが好ましい。
【００６０】
本発明の毛髪洗浄剤組成物には、本発明の効果を損なわない範囲内であれば、上記成分の
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他に通常化粧品に用いられる成分として、水、前記（Ｈ）成分以外の界面活性剤、金属封
鎖剤、紫外線吸収剤、香料、酸化防止剤、防腐剤、アルコール類、多価アルコール類、保
湿剤、清涼剤、ビタミン類、植物抽出物、着色剤等を含有することができ、これらは１種
以上有してもよい。
【００６１】
本発明による整髪料組成物の２０℃条件下でのｐＨは、特に限定されないが、好ましくは
５～９、より好ましくは６～８がよい。
【００６２】
本発明による２０℃条件下におけるｐＨは、常法にて調製して得られた整髪料組成物をサ
ンプル瓶（食品１４０：第一硝子株式会社製）に１２０ｇ充填し、２０℃で４８時間静置
し、ガラス電極式水素イオン濃度指示計（Ｆ－７１、堀場製作所製）を用い原液のｐＨを
示す。
【００６３】
本発明による整髪料組成物の２０℃条件下での硬度は、特に限定されないが、好ましくは
３０～３００ｇ、より好ましくは５０～１５０ｇがよい。
【００６４】
本発明による２０℃条件下における硬度は、常法にて調製して得られた整髪料組成物をサ
ンプル瓶（食品１４０：第一硝子株式会社製）に１２０ｇ充填し、２０℃で４８時間静置
し、クリープメータ（ＲＥ３３０５Ｓ、山電社製）を用い、６０ｍｍ／分の速度で直径１
５ｍｍのアダプターを３０ｍｍ挿入したときの応力のピーク値（単位：ｇ）を示す。
【００６５】
本発明による整髪料組成物の性状は、指で取りやすく、掌からの垂れ落ち難い観点から、
ワックス状であることがよい。
【００６６】
本発明の整髪料組成物は、特に限定されず、ジャー容器、チューブ容器、パウチ容器等各
種容器に充填され、使用時まで保存される。
【実施例】
【００６７】
以下に実施例を挙げて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例のみに限
定されるものではない。
【００６８】
本明細書に示す評価試験において、毛髪化粧料組成物に含まれる成分および、その含有量
を種々変更しながら実施した各種の実験結果を以下に示す。なお、毛髪化粧料組成物の各
成分の含有量を示す単位は全て質量％であり、比率は質量比を示し、これを常法にて調製
した。本明細書中の実施例および比較例に記載のＨＬＢは「ハンドブック－化粧品・製剤
原料－改定版　日光ケミカルズ株式会社　１９７７年，８５４～８５５ページ」に記載さ
れている「実測値による方法」により算出されたＨＬＢを記載した。
【００６９】
本明細書に示す評価試験において、「毛髪上でののび」、「整髪性」、「整髪保持性」「
べたつきのなさ」および「高温安定性」について下記の方法で評価した。
【００７０】
「毛髪上でののび」
実施例および比較例で得られた各整髪剤組成物０．５ｇを掌でのばし、長さ２０ｃｍ重さ
５ｇの一方の端を輪ゴムでしばり、他方の端部をフリー（自由）にした毛束（ビューラッ
クス社製、商品名ＢＳ－Ａ）に均一になるように塗布した。塗布後の毛束を３本の指で挟
み一方の端から他方の端まで２回しごき整髪料組成物の毛髪上でののびを調べ、下記の基
準で専門のパネラー１名が官能にて評価した。
＜評価基準＞
５：のびが良い。
４：ややのびがよい。
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３：普通。
２：ややのびが悪い。
１：のびが悪い。
【００７１】
「整髪性」
実施例および比較例で得られた各整髪剤組成物３ｇを掌でのばし、ミディアムヘア（トッ
プ１０ｃｍ、サイド５ｃｍ）にカットしたウィッグ（ビューラックス社製、商品名Ｎｏ．
７７５Ｎ）に、トップは毛髪を根元から上方に立ち上げるように、サイドは毛髪をねじり
ながら曲げるように整髪し、下記の基準で専門のパネラー１名が目視にて評価した。
＜評価基準＞
５：トップは毛髪を立ち上げるように整髪することができ、サイドは毛髪を所望の形に変
形させることができた。
４：トップは毛髪を立ち上げるように整髪することができ、サイドは毛髪を所望の形にや
や変形させることができた。
３：トップは毛髪を立ち上げるように整髪することができ、サイドは毛髪を所望の形にわ
ずかに変形させることができた。
２：トップは毛髪を立ち上げるように整髪することができず、サイドは毛髪を所望の形に
わずかに変形させることができた。
１：トップは毛髪を立ち上げるように整髪することができず、サイドは毛髪を所望の形に
変形させることができなかった。
【００７２】
「整髪保持性」
前記「整髪性」で評価したウィッグを２５℃湿度５０％に設定した部屋に１時間放置後、
整髪された毛髪の形状を、下記の基準で専門のパネラー１名が目視にて評価した。
＜評価基準＞
５：トップの毛髪の立ち上がりが維持されており、毛髪は上方に立ち上がっていた。
４：トップの毛髪の立ち上がりがやや維持されており、毛髪は上方に立ち上がっていた。
３：トップの毛髪の立ち上がりがわずかに維持されており、毛髪は水平～上方へ立ち上が
っていた。
２：トップの毛髪の立ち上がりがやや維持されておらず、毛髪は水平～下方へ寝かしつけ
られていた。
１：トップの毛髪の立ち上がりが維持されておらず、毛髪は下方に寝かしつけられていた
。
【００７３】
「べたつきのなさ」
実施例および比較例で得られた各整髪剤組成物０．５ｇを掌でのばし、長さ２０ｃｍ重さ
５ｇの一方の端を輪ゴムでしばり、他方の端部をフリー（自由）にした毛束（ビューラッ
クス社製、商品名ＢＳ－Ａ）に均一になるように塗布した。塗布後の毛束を３本の指で挟
み一方の端から他方の端まで２回しごき、その際の感触を、下記の基準で専門のパネラー
１名が官能にて評価した。
＜評価基準＞
５：べたつきが全く気にならない。（指のすべりがよい。）
４：べたつきが気にならない。（指のすべりがややよい。）
３：べたつきがあまり気にならない。（指のすべりがわずかによい。）
２：べたつきがやや気になる。（指のすべりがやや悪い。）
１：べたつきが気になる。（指のすべりが悪い。）
【００７４】
「高温安定性」
実施例および比較例で得られた各整髪料組成物を、サンプル瓶（食品１４０：第一硝子株
式会社製）に１２０ｇ入れ、５０℃の恒温槽中で１５日間保管した。保管直後に、各整髪
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整髪剤組成物１ｇを掌でのばしたときに著しくのびが悪くないものを良好（○）、各整髪
剤組成物の状態を観察したとき、分離がみられるまたは、室温条件下で静置し冷却した後
、各整髪剤組成物１ｇを掌でのばしたときに著しくのびが悪いまたはのびないものを（×
）と評価した。
【００７５】
【表１】

【００７６】
【表２】

【００７７】
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【表３】

【００７８】
【表４】

【００７９】
【表５】

【００８０】
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【表６】

【００８１】
【表７】

【００８２】
実施例１～４４より、「毛髪上でののび」、「整髪性」、「整髪保持性」「べたつきの
なさ」および「高温安定性」に関して良好な結果が得られた。
【００８３】
以下にクリーム状の整髪料組成物の実施例４５を記載する。
【００８４】
以下の実施例により得られた毛髪化粧料組成物は、「毛髪上でののび」、「整髪性」、「
整髪保持性」、「べたつきのなさ」および「高温安定性」に関して良好な結果を得た。
【００８５】
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実施例４５
　成　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含有量（％）
（Ａ）ヒマワリ種子ロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．００
（Ｂ）マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　１３．００
（Ｃ）ヒドロキシステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
（Ｄ）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
（Ｅ）ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
（Ｆ）コハク酸ジエチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５０
（Ｆ）ジメチコン（２ｍｍ２／ｓ）　　　　　　　　　　　　　　　　　  ６．６５
（Ｇ）カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３０
（Ｈ）セテス－６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
（Ｈ）セテス－４０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．９５
（Ｈ）ステアリン酸グリセリル（ＳＥ）　　　　　　　　　　　　　　　　３．５０
ＢＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０１
カオリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
エチルヘキシルグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
水酸化Ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３０
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２．１９
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００
【産業上の利用可能性】
【００８６】
本発明により、毛髪上でののびが良好であり、整髪性および整髪保持性に優れており、べ
たつきがなく、高温安定性が良好である整髪料組成物が得られた。
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